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昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
短
期
大
学
ま
た
は
大
学(

市
長
が

こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
む
）
の

工
学
部
土
木
工
学
科(

こ
れ
に
準
ず
る
学
部

学
科
を
含
む)

を
卒
業
ま
た
は
平
成
21
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人

　
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

　
第
１
回
・
２
回
と
光
市
で
開
催
さ
れ
た

「
神
籠
石
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
場
所
を
九
州
に

移
し
、
10
月
３
日

〜
４
日

の
２
日
間
、

福
岡
県
行
橋
市
に
て
、第
３
回「
神
籠
石
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
会
場
と
な
っ
た
コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
に

は
、
神
籠
石
所
在
自
治
体
の
関
係
者
や
専
門

家
が
一
堂
に
会
し
、
活
発
な
議
論
や
意
見
交

換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
神
籠
石

所
在
自
治
体
関
係
者
や
、文
化
庁
、福
岡
県

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
て
約
80
人
が

「
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
神
籠
石

の
保
存
と
活
用
の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て

第3回「神籠石サミット」
　　　福岡県行橋市で開催

市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

中
級
土
木
　
　
　
　
　  

１
人
程
度

初
級
し
尿
処
理
施
設
職
員
　  

１
人

危険業務従事者叙勲を市内から２人の方が
受章されました。おめでとうございます。

瑞宝双光章
元山口県警察警部

てるお

中原　輝雄（76）
三輪

瑞宝双光章
元一等海尉

てるお

福重　輝生（61）

危険業務従事者叙勲

室積東ノ庄

●
採
用
日
　
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降

●
試
験
日
　
平
成
21
年
１
月
18
日

●
会
場
　
光
市
役
所
　
３
階
大
会
議
室

●
受
付
期
限
　
平
成
20
年
12
月
12
日

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
受
付
・
問
合
せ

光
市
役
所
人
事
課
人
事
研
修
係

（
〒
７
４
３-

８
５
０
１

光
市
中
央
６
丁
目
１
番
１
号
）

　
　
　
　
　

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

※
受
験
申
込
書
な
ど
の
郵
送
を
希
望
す
る

場
合
は
、
返
信
先
を
明
記
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
付
し
た
封
筒
（
Ａ
４
が
入
る
も

の
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

協
議
し
、
第
３
回
「
神
籠
石
サ
ミ
ッ
ト
」
行

橋
宣
言
の
採
択
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
で
、光
市

か
ら
１
２
０
人
に
及
ぶ
市
民
も
参
加
し
、

福
岡
大
学
名
誉
教
授
の
小
田
富
士
雄
先
生

に
よ
る「
神
籠
石
研
究
の
成
果
と
課
題
」の

ご
し
ょ
が
た
に

講
演
会
や
「
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
と
そ
の
時

代
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、歴
史
資
料

館
の
見
学
な
ど
で
知
識
を
深
め
、
御
所
ヶ

谷
神
籠
石
の
見
学
で
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

◎
問
合
せ
　
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
　

　
　
　
　
　

０
８
３
３(

７
４)

３
６
０
７

　光市では、貴重な文化遺産で
ある「石城山神籠石」を未来に残
していくため、「保存管理計画」
を策定し、今後の石城山と神籠
石の将来像を考えていきます。
　先人が守り育ててきた、ふる
さとの自然や文化を、次世代に
しっかりと引き継いでいくこと
が、私たちの大切な使命です。

■報告します

現地見学の様子

サミットでのシンポジウム

御所ヶ谷神籠石


